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平成 17年 9月 14日 
 

第 25回 武庫川流域委員会 議事骨子 
 

１ 議事録及び議事骨子の確認 

松本委員長と伊藤委員が、議事録及び議事骨子の確認を行う。 
 
２ 運営委員会、総合治水ワーキングチーム会議の報告 

9月 12日開催の第 32回運営委員会及び第 4回総合治水ワーキングチーム会議の協議状況につ
いて、松本委員長から報告があった。 

 
３ 治水計画の詳細検討（基本高水の選定）（継続） 

・委員長から、これまでの論点及び集約方法の提案等について説明があった。 
・基本高水の選定に関し、岡田委員、法西委員、伊藤委員から、意見書の説明があった。 
・以上を踏まえ協議した結果、次のことが確認された。 
① ２つの基本高水（「3,600m3/s～4,000m3/s」及び「4,500m3/s～5,000m3/s」）を設定の上、
総合治水対策の議論を進めていく。その中で基本高水を集約していく。 
② 次回委員会からは、総合治水対策の議論に入る。 

 

４ 総合治水ワーキングチーム 

・総合治水対策協議の今後の進め方について、次のことが確認された。 
① 森林評価については、「緑のダム」の勉強会等も行い、検討する。 
② 流域対策の貯留施設については、事例の詳細検討を行う。 
③ 河道内対策並びに貯留施設については、原案（たたき台）を河川管理者が提出する。 

 
５ その他 

・第 7回リバーミーティングは、平成 17年 9月 24日（土）13:30から、篠山市立四季の森生涯
学習センターで開催する。 
・第 26回委員会は、平成 17年 10月 07日（金）13:30から、いたみホールで開催する。 
・第 29回委員会は、平成 17年 11月 24日（木）17:30から開催する。 


